
＜令和６年度＞ 推薦入試合否判定基準   

    

１ 推薦入試は、入学後、本校生徒としての本分を全うし、本校の飛躍に貢献し、かつ他

の生徒への模範となる者を選抜する事を目的に実施する。合否を判定する際にはこの点

を熟慮することとする。 

 

２ 面接を受けないものは不合格とする。 

 

３ 判定の基準は、下記のとおりとする。 

 

（１）自己表現及び個性表現 

  （ア）自己表現・・・別表に基づいて点数化する。 

  （イ）個性表現・・・推薦申請書の内容を発表してもらい、次ページの別表と比較・

検討しながら点数化する。 

（２）内  申（成績）                        

    個人の評定合計  

 

（３）面  接・・・・・・・・・・・評価Ａ～Ｃ 

 

   目的意識及び学習意欲、言葉づかい・性格・人格、規律・規範性、態度・身だしなみ

を総合的に評価する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

珠算：1級 

数検：準2級の、2次どちか合格、または3級 

英検：3級 

漢検：3級 



 R６年度 推薦入試 判定基準表 

※ 生徒会活動は社会活動に含み、生徒会執行部以上を対象とする。 

※ 個性表現については、(ア)～(エ)の各分野の表現方法等を総合的に判断し原則ランクCに位置

づける。 

 

推薦分野 Ａ Ｂ Ｃ D 

「
自
己
表
現
」 

(ｱ)文化活動 県代表(１位相当)レ

ベル 

県最優秀（団体は登

録メンバーであるこ

と） 

古典芸能：優秀賞程

度 

県上位(２位相当)

レベル 

県優秀賞（団体は

登録メンバーであ

ること） 

古典芸能：新人賞

程度 

県中位(３位相当)

レベル 

地区代表レベル 

団体は登録メンバ

ーであること 

 

 

左 

記 

の 

い 

ず 

れ 

に 

も 

該 

当 

し 

な 

い 

も 

の 

 

 

(ｲ)スポーツ 

活動 

県：ベスト8以上 

 

（団体競技において

は登録選手であるこ

と） 

県：ベスト16以上 

地区：優勝 

（団体競技におい

ては登録選手であ

ること） 

県：2回戦以上 

地区：準優勝 

（団体競技におい

ては登録選手であ

ること） 

(ｳ)社会活動 県レベル以上で表彰

を受けた者 

市町村レベルで表

彰を受けた者 

左記のAB以外の表

彰を受けた者 

(ｴ)ボランティア 

活動 

県レベル以上で表彰

を受けた者 

市町村レベルで表

彰を受けた者 

左記のAB以外の表

彰を受けた者 

(ｵ)資格取得等の 

活動 

珠算：準初段以上 

数検：準2級以上 

英検：準2級以上 

漢検：準2級以上 

ﾊﾟｿｺﾝ検定(Ｐ検)：

準2級以上 

珠算：1級 

数検：準2級の 

1次、2次どちらか 

合格、または3級 

英検：3級 

漢検：3級 

ﾊﾟｿｺﾝ検定(Ｐ検)：

3級 

 

「
個
性
表
現
」 

(ｱ) 音楽、美術 

書道等の芸術分野 

  自己表現の評価基

準に準ずる 

 

 

 

同

 

 

上 

(ｲ) 文芸、研究等 

の分野 

  自己表現の評価基

準に準ずる 

(ｳ) 舞踊,創作ダ

ンス､手話等の

身 

体的活動を伴う分

野 

  自己表現の評価基

準に準ずる 

 

(ｴ) 留学等の体験

的分野 

 

 

 自己表現の評価基

準に準ずる 


